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（注） 東京支社は証券取引法による縦覧場所ではありませんが、投資家の便宜を図るため、縦覧に供しています。 

  

  

【提出書類】 有価証券報告書の訂正報告書 

【根拠条文】 証券取引法第24条の２第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成18年12月20日 

【事業年度】 第85期（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

【会社名】 日本電気硝子株式会社 

【英訳名】 Nippon Electric Glass Co., Ltd. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役 社長  井筒 雄三 

【本店の所在の場所】 滋賀県大津市晴嵐二丁目７番１号 

【電話番号】 大津077(537)1700 

【事務連絡者氏名】 経理部長  松本 元春 

【最寄りの連絡場所】 東京都港区三田一丁目４番28号三田国際ビルヂング 東京支社 

【電話番号】 東京03(3456)3511 

【事務連絡者氏名】 東京支社長  来住 富治夫 

【縦覧に供する場所】 日本電気硝子株式会社 東京支社 

（東京都港区三田一丁目４番28号三田国際ビルヂング） 

株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

株式会社大阪証券取引所 

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号） 



１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成16年６月30日付をもって提出しました第85期（平成15年４月１日から平成16年３月31日まで）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

注記事項 

（デリバティブ取引関係） 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は  線で表示しております。 

  

 



第一部【企業情報】 
  

第５【経理の状況】 
  

１【連結財務諸表等】 

(1）【連結財務諸表】 

注記事項 

（デリバティブ取引関係） 

  

  （訂正前） 

１．取引の状況に関する事項 

  

２．取引の時価等に関する事項 

前連結会計年度（平成15年３月31日現在）及び当連結会計年度（平成16年３月31日現在） 

 注記すべき事項はありません。 

 なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は注記の対象から除いています。 

  

 

前連結会計年度
（平成14年４月１日から 
平成15年３月31日まで） 

当連結会計年度
（平成15年４月１日から 
平成16年３月31日まで） 

(1）取引の内容及び利用目的 (1）取引の内容及び利用目的 

 主として製品の輸出取引に係る外貨建営業債権につ

いて将来の為替相場の変動によるリスクをできるだけ

回避する目的で為替予約取引を利用し、また、借入金

利について将来の市場金利の変動によるリスクをでき

るだけ回避する目的で金利スワップ取引を利用してい

ます。 

 将来の為替相場の変動によるリスクをできるだけ回

避する目的で、主として製品の輸出取引に係る売掛金

について為替予約取引を、また、主として連結会社間

における長期貸付金及び短期借入金について通貨スワ

ップ取引をそれぞれ利用し、借入金利について将来の

市場金利の変動によるリスクをできるだけ回避する目

的で金利スワップ取引を利用しています。 

  
  
  



  （訂正後） 

１．取引の状況に関する事項 

  

２．取引の時価等に関する事項 

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益 

通貨関連 

 （注）１．時価の算定方法 

為替予約取引の時価は、先物為替相場によっています。 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は注記の対象から除いています。 

  

  

前連結会計年度
（平成14年４月１日から 
平成15年３月31日まで） 

当連結会計年度
（平成15年４月１日から 
平成16年３月31日まで） 

(1）取引の内容及び利用目的 (1）取引の内容及び利用目的 

 主として製品の輸出取引に係る外貨建営業債権につ

いて将来の為替相場の変動によるリスクをできるだけ

回避する目的で為替予約取引を利用し、また、借入金

利について将来の市場金利の変動によるリスクをでき

るだけ回避する目的で金利スワップ取引を利用してい

ます。 

 将来の為替相場の変動によるリスクをできるだけ回

避する目的で、主として製品の輸出取引に係る売掛金

について為替予約取引及び通貨オプション取引を、ま

た、主として連結会社間における長期貸付金及び短期

借入金について通貨スワップ取引をそれぞれ利用し、

借入金利について将来の市場金利の変動によるリスク

をできるだけ回避する目的で金利スワップ取引を利用

しています。 

  
  
  

区分 種類 

前連結会計年度（平成15年３月31日） 当連結会計年度（平成16年３月31日） 

契約額等 
（百万円） 

契約額等のう
ち１年超 
（百万円） 

時価 
（百万円） 

評価損益
（百万円） 

契約額等
（百万円） 

契約額等のう
ち１年超 
（百万円） 

時価 
（百万円） 

評価損益
（百万円） 

市場取
引以外
の取引 

為替予約取引    

売建 － － － － 5,548 － 5,461 87

買建 － － － － 50 － 50 △0

合計 － － － － 5,599 － 5,511 86


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第５経理の状況


	１連結財務諸表等
	(1）連結財務諸表



	pageform1: 1/4
	pageform2: 2/4
	form1: EDINET提出書類  2006/12/20 提出
	form2: 日本電気硝子株式会社(301098)
	form3: 有価証券報告書
	pageform3: 3/4
	pageform4: 4/4


